
飯島委員からのご提案 

 

生駒市の教育大綱・４つの特色 本文への追記としては下記のような事を考えて 

います。この他に、学校教育の枠で、ＩＣＴによる授業の改善、教員研修、教材 

のデータベース化などのプロジェクトを盛り込みたいのですが、全体的に整合性 

を持たせるために事前に草稿を準備しようと思っております。現時点での事務局 

案に追記するのが最も効率的と思いますので、事務局で集約された文書を事前に 

読み、追記内容を検討する機会を得ることは可能でしょうか。 

 

（１） 関係者や市民の「協創」による策定と協力による実行 

教育大綱の策定にあたりワークショップやパブリックコメントの実施を経た

が、教育大綱の改訂にあたっても関係者から意見を聞き、より具体的実効性を

持った大綱としました。 

今後も、アクションプラン実行、大綱実施状況評価にあたり、市民の意見や

感想を聞く機会をもち、「協創」を高いレベルで実現すべく努めます。 

（２）……子育て、就学前教育、学校教育を広く生涯学習の中に位置づけて、広 

い視野を持って実行に取り組める教育大綱として位置づけました。 

※別項目を立てるかどうか＝＞何よりも子どもたちの心と身体を健やかに育む

環境づくりを重視しています。 

（３）市長マニフェストの「ひとづくりはまちづくり」の考えを具現化するため 

に、教育に関わる「ひと」が相互に高め合うことで生駒の「まち」をさらに生

き生きと輝かせるアクションに取り組みます。 

（４）４年間の教育大綱の実施期間に見出された課題の解決を図るとともに、次

なる４年間で取り組むアクションを具体化し、生駒市の将来構想を明確化しま

した。 

資料２



 

「遊ぼう、学ぼう、生きよう、みんなでいこまを楽しもう」 

追記内容＝子どもたちのチャレンジ、成人のチャレンジを支えてうながす仕組み 

を構築しますという主旨のことを記述に盛り込みたいと考えています。 



寺田委員からのご提案 

 

大綱につきましては、基本方針１ 

 ○未来の宝である゛いこまっこ”を家庭、地域、園学校、行政が連携し安心し

て成長できるよう、地域全体で見守り育みます。 

  

 ○虐待を見逃さず、悩みを共有、共感できる場や、子育てを地域で支えあうた

めのコミュニティーを構築します。また、男性の育児を応援する取り組みや

ひとり親家庭への支援を充実します。 

 

 ○幼稚園、保育園、こども園などの就学前教育の環境整備を充実します。教育

内容についても「遊び」を通して創造的な「学び」につなぐとともに、保幼

小の接続の大切さ教育に生かします。また、世代間交流などより楽しく充実

したカリキュラムを実践します。 

  



 



 

教育大綱改訂にあたって 

                                    ２０１９年９月  

浦林直子 

○提案 

１、市長と校長先生方の方向性の一致のため、教育対談を 

 工藤勇一校長の実践は、現場発だからできた。 

 学校訪問でお会いした小中校長先生方は、情熱に燃え、「子ども・生徒ファースト」で地域と関

り、今ある環境と人的資源の中で、学校評価とグランドデザインに基づき学校経営をされている。 

新学習指導要領の実施に向けて、WG や研究会を立ち上げたり、転勤早々過去１０年間の学力検

査の結果やアンケートを洗い出し SWOT で課題を出し全校で取り組んでおられる先生も。 

高い学力と学びへの姿勢は学校教育の賜物であることを認めつつ、新しい取り組みへの共感と

「やってやろう」というボトムアップの改革のため、全校長先生に市長の夢や希望を語り、校長

先生からも本音で語っていただき、活発な対話のできる教育対談の機会が必要では？  

       

２、生駒市学校環境改善プロジェクト 

①ICT とプログラミング教育と、校務支援システムによりもたらされる未来の教育の研修。 

 県立教育研究所主幹小崎誠二先生による、「未来の学校」の話。（9/25 インテックス大阪参加可能？）          

「ペッパーくん」の貸し出しも検討（月５～６万円） 

②小中教室に、ネット接続環境と一人１台タブレットを。  

けいはんなグローバルキャンプで、生駒市の中学生だけがパソコンを使えなかった。 

③掃除してもしても臭いトイレ、錆びだらけのベランダや渡り廊下の手すり、窓枠の壊れた窓等

劣悪な校舎の速やかな改修。避難所として使われる学校は、体育館のエアコン・各教室にインタ

ーフォン・エレベーターも必要。 

  

３、学校をコミュニティースクールに 

 ①各校に地域コーディネーターを配置。校務を見直し、地域学校協働本部がつなぎ役となる。 

 家庭教育は支援チームの資質向上をはかり不登校や問題行動の悩みに対応。先生方は、教えるこ

とに集中。（参考資料①久我直人氏・③泉大津市、市町村教育委員研究協議会より再掲） 

（9/19 の市町村教育委員研究協議会での研修も反映できると思います） 

 ②部活動は地域クラブに。水泳授業もスイミングスクールに。 

 ③施設開放業務の見直し。学校施設を市のイベントや外部企業委託で使う場合は、企画・準備・

片付け・受付を実施主体が責任をもって行い原状復帰して返す。管理責任を分けて毎回契約する

など子どもの学習環境ファーストを確認。 



 



レイノルズ委員からのご提案 

 

＜要旨＞ 

  "令和の教育改革" EdTech の活用推進 

-基礎学力を EdTech で効率良く身につけることで、探究の時間を確保。 

-個別学習により習熟度別の学びの実現が可能に。 

-不登校であっても学びの機会を損失しない。 



 



事務局からの提案 

 

基本方針２ 21 世紀を生き抜く優しくたくましい人づくり に項目を追加 

 今後の学校運営において、地域との連携、協働は必要不可欠なものとなってく

ることから、項目を追加。 

  

 「５ 地域とともにある学校づくり」 

〇今後の学校教育のあり方を踏まえ、地域の核となる、地域とともにある学校

の実現に向けた取組を進めます。 


